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はじめに

本稿は長野パラリンピック事務局次長を務めた

伊原義文氏に対するインタビューを基にしてい

る．インタビューは 2019 年 8 月 23 日に長野県飯

田市の伊原氏の自宅にて行った．

当初インタビューは 13 時から始めておおよそ

2 時間を想定していた．しかし伊原氏から語られ

る長野パラリンピックの様相にインタビュアーら

は夢中に耳を傾け続け，気づいた時には 18 時を

過ぎていた．結果的に 5 時間近いロングインタ

ビューとなったのである．後に文字起こしをした

インタビュー原稿は７万字にも及ぶ．

本稿はそのインタビューの一部に語句等，本旨

に変更を生じさせない範囲での修正，再構成を

行ったものである．脱稿後，伊原氏に原稿の確認

をしてもらい了解を得た．なおインタビューの実

施に関しては，日本体育大学倫理審査委員会の承

認を得ている（承認番号：019 ‐ H082）．

１．飯田から長野パラへ

冨田　伊原さんが長野パラリンピックに関わるよ

うになったきっかけを教えていただけますか．
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伊原　私は長野県の職員なんですよね．もともと

県庁にいたんですけど，長男が小学校 6 年になる

ときに，飯田にいったん帰ろうかなと思って．そ

れで帰って．その後 2 年いて．できれば，もうみ

んなで飯田に居たいって話をしてたんだけど，当

時の仲間の人だったり上司やなんかが飯田に来た

時とかに県庁に戻れと言われて．それで初めに異

動の話があったのは，残業の比較的ない総務部関

係で．定年まで飯田にずっといるっていうわけに

はいかんだろうっていわれて．残業のないところ

でどうだっていわれたんだけど．それで秋に異動

の予定だったんですよね．ちょうど，飯田に戻っ

て 2 年になるからってことだったんだけど．総務

部への内示っていうことだったので，それならい

いかなって思ってたら，当時の社会部長が人事異

動予定者名簿を見て，私を社会部にしろと．当時，

オリンピックもやるし，パラリンピックもって話

がちらほら出てる時期で，伊原に任せればいい

じゃないかって言って，そこで総務部から社会部

にひっくり返っちゃったんですよ．当時の人事係

長に文句言ったときにね．俺たちは意向はちゃん

と伝えたけど，どうしてもって言われたとかでね．

その社会部長はたまたま前の職場で一緒だったの

で，それで社会部障害福祉課に呼んでくれたんだ

なと思うんだけどね．それで結果的にそこにいっ

ちゃったんですけどね．以前県庁にいた時に組合

とかの陳情とか担当してたんだけど障害福祉課っ

てのは，いろいろ担当することが広かったんです．

障がい者のスポーツ大会だとか，在宅福祉のこと

とかね．そんなところだから，いつも残業やって

てね．この課だけはやだなと思ってたところだっ

たんですよね．結果的に，そこ行っちゃって．そ

れが最初なんですよね．そこへはまっちゃったっ

ていうのがね．

冨田　異動されたのは，長野オリンピック・パラ

リンピック開催が決まる前のことですか？

伊原　長野オリンピック・パラリンピックが決ま

る前だったんですよね．1989 年（平成元）年の

秋に県庁行って．そのときの冬かな．IOC の招

致かなんか，IOC っていうかプレスかなんかの

総会だかが東京であって，オリンピックに関する

ね．そのときに長野県知事が言ったんだけど，パ

ラリンピックはどうなんだっていう質問が記者か

ら出て，オリンピックが決まればパラリンピック

もやりますよっていう話で．だからオリンピック

招致と同時にパラリンピックもやらなくちゃいけ

ないっていう話が，一応出だした頃だったんです

よね．それで長野としては，オリンピックはどう

してもやりたいっていうのがあったから，そうな

ればパラリンピックもやる．じゃあどこにやらせ

るっていうのがあってね．そうしたら，障がい者

スポーツとか在宅とかやってるんで俺が行った

課っていうかね．そこでっていうことで話が出て

いて，それでそのうちにそういう話が公式に報道

から質問されたりして，それが記事になり順々に

話が進んでいって．それから 1，2 年して長野が

正式に決まったっていう感じなんですよね．それ

から入っていって終わった後は残務整理 1 年やっ

たので，9 年半，結局それに関わっちゃったって

いうことなんですけどね．

冨田　つまり長野パラリンピックが決まる前から

最後まで関わっていたということ・・・

伊原　そういうことなんですよね．当時は俺一

人っていうかね．課でスポーツ担当っていうのは

いたけど，それは従来のことを毎日残業までして

やってたから．そうするとその担当のところで出

来ないから，パラリンピックの話がくればしょう

がない，俺のところで原稿つくったり，資料作っ

たりみたいなことを少しやったりしてて．そこか

らはまっちゃったっていう感じなんですけどね．

２．モデル無き団体設立

冨田　そうなると組織委員会の設立準備も伊原さ
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んを中心にやられていたということですか．

伊原　そうですね．そのとき，窓口がなかったの

で，結果的に俺のところでやらざるを得なくて．

冨田　委員選定や組織体制はどのようにして．

伊原　基本的には組織委員会の会長は知事がや

る．それはオリンピックの流れもあってね．それ

と開催都市は長野市だから，オリンピックと同じ

ように長野市市長と．あと関係の市町村からとか，

そういうのはそういう理由でやってたけど誰も経

験がなかったので，極端なこといえば俺たちが数

人でこんなもんかなって作ったような組織だった

んだけど，誰も駄目だっていう人もいないから，

そんな感じかっていうくらいの話だったから，そ

ういう意味で人選っていうのはそんなに悩むって

いうことじゃなくて．よその大会はこうだとかも

あんまりね．海外のことだし，参考にならんし，

こんな事例なかったし．一番は亡くなっちゃった

人だけど初山さん．国立リハビリテーションセン

ターの総長で国際パラリンピック委員会（IPC）

の東アジアの代表委員だったんですよね．それと

井手さん．厚生省の課長なんかやってて．日本身

体障がい者スポーツ協会の常務理事で，1964 年

の東京パラリンピックをやられた人です．その人

たちに挨拶行ったら協力しますよって言ってくれ

て，かなり協力してくれたんです．そのおかげも

あって，任意団体の組織委員会をこんなメンバー

で作りました，これは初山総長と井手さんにも了

解を取ってありますっていえば，知事たちもそう

かっていうくらいの話で．だから人選について，

ここの人を入れていいのか，入れなくていいのか

で悩んだとか，よそから圧力かかってきて悩んだ

とか，そういう記憶はあまりないんですよね．ほ

とんど作ったものそのまんまで，一応そういうこ

とも初山さんに聞いてみると，そんなもんでしょ

うねってくらいの話だったから．組織づくりって

のは，そういう感じでできていったと思うんです

よね．

冨田　今の話でもおっしゃってたましたが，運営

のモデルをここにしてというようなこともなかっ

たということですか．

伊原　モデルにするものがなかったんですよね．

井手さんたちがやってた東京パラリンピックは，

ほとんど厚生省の主体だったし，しかも東京でし

たから．井手さんが当時のパラリンピック室長

だったと思うんですよ．年齢的には 30 代だったっ

て言ってましたね．東京のときは厚生省が主体で，

障がい者スポーツ協会みたいなところを使いなが

らやってったそうなんですが，こっちだとそうい

う意味で使える組織っていうのはなかったんで

ね．俺たちは，オリンピックと同じでいこうと．

規模を小さくするんで，基本的には知事を会長に

して，開催都市が長野市長なんでそれを副会長に

してっていうかね．あとは開催都市の市町村長が

頭に入って．あと，それに初山さんのような人た

ちとか経済界の人とかを組織の中へ入れて準備委

員会でつくろうっていうことで．

冨田　具体的な話が動いていくのっていうのは，

完全に組織委員会が立ち上がってからのことです

か．

伊原　そう．組織委員会っていうか，任意団体が

できてからだよね．当初は組織自体も県庁の中に

ある福祉部門でのレベルだったから，組織ができ

ないと公式に外へ向かって話にもいけないし．例

えばスキーならスキー連盟，スケートならスケー

ト連盟とかね．それで専門委員会とかそういうも

のをつくってく段階になったら，そういう団体の

頭を入れてくっていうかね．それで，OK を取り

付けといて入れてくっていうか．ただね．なかな

か今みたいにね．例えばチェアスキーだってそん

なに盛んなわけじゃないし．チェアスキーが乗れ

ば，極端な話だけどリフトの椅子が傷むんじゃな
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いかだとかね．それとか，スケートなんかはスケー

ト靴のひもを競技役員が締めてやったら，締め方

が悪かったから負けちゃったみたいなこといわれ

て．俺たち，あんまり，そういうものに協力した

くないなとかね．今でこそ，ある程度のスポーツ

意識っていうのはあるけど，当時はリハビリの一

環の意識もかなりあったからね．

　だから，そういう面では競技団体もちょっと引

いちゃうっていうところもあったんですよね．本

当に，俺がそういう団体に頼みに行ったりしたと

きも，会長じゃないけど，専務やってた人たちか

らも，俺たちは今まで協力はしてきたけど，せっ

かく協力してきたけど，もうやらねえぞみたいな

ことを反省会の時に言われたりね，そういうのも

あったんで．そういうのどうするか．なかなかそ

ういわれちゃうと，俺たちも協力しづらいとかっ

て話も結構出たんですけどね．

　だから組織ができて協力をもらって専門部会み

たいなものを作ってくにしてもね．その間にそれ

を作るまでに，そういう団体の人たちの了解を

取ってくっていうかね．どこが実際に中心でやっ

てもらうかとかあったし．あと，何ていうのかな．

今度は競技団体の中にもまた議員がその会長やっ

てるとか，市長がやってるとか，それはやっぱり

ね．党派が違うとか．そういう中で，何となくあ

いつは面白くねえみたいなのまで．そうはいうけ

ど，全く無視できなくてね．田舎だから余計ね．

だから，そういうことも多少ありながら何となく

やってたっていう感じですよね．当時は人数もそ

んなに多くなかったしね．

冨田　メインとしてやられてたお仕事っていうの

は，そういう交渉だったりとか．

伊原　初めはそういうことばっかりでしたね．そ

れこそホッケーっていうと，障がい者のホッケー

なんて組織なくてね．ホッケーは，長野県では軽

井沢のプリンスホテルの系列でね．そこが窓口だ

から，プリンスへ頼みに行ったりとか．結構軽井

沢行ったりとか志賀へ行ったりとか．あと，まず

は岡谷に行ってスケート連盟に取り付けるとか

ね．そういうのが最初の仕事でしたよね．

3．オリンピックとの兼ね合い

冨田　当時，オリンピック側の組織委員会とかと

交渉とかってあったりしたんですか．会場の問題

だったりとか．

伊原　オリンピックは県庁の人で，青木さんって

いう人が．若い頃に部が一緒だったりしたんで，

その人が窓口になったりしてくれて．オリンピッ

ク自体もそんなに組織，大きくなかったからね．

だから個々でこうしたいんだ，ああしたいんだっ

ていう話は基本的にはそういうところで話をした

りね．中には抵抗がある人いたかも知らんけど，

良い悪いは別として，両方とも県の職員が中心組

織の中にいたので，ちょっと飛んでってこれいい

よねとかね．

　その青木さんがアルベールビルの事前調査みた

いなの行くときに，パラリンピックの組織も

ちょっと寄って聞いてきてよって言ってついでに

寄ってもらって．それでパラリンピックではオリ

ンピックの競技施設は 100 パーセント同じでなく

ても，なるべく同じ施設を使いたいんだっていう

意向でやってるっちゅう話を聞いて．それじゃあ

必ずしもとはいかないけれども，例えばアルペン

の大回転はパラリンピックも同じ会場でってい

う，そういうことじゃなくても同じ会場を利用す

ればいいんじゃないかっていう話したりね．東京

パラはどうなってたかよく分かんないけど，長野

の場合は人数もそんなに多くなかったし，中心の

人たちが同じ県の職員同士っていうのもあって

ね．そういう話もしやすかったでしたね．

　 た だ 同 じ 長 野 オ リ ン ピ ッ ク 組 織 委 員 会

（NAOC）に派遣された県の職員でも，俺たちは

オリンピックやりに来たんだ．パラリンピックの

ことは聞いてねえって言うやつもいるんですよ
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ね，中にはね．けど，初めの頃は意外と気心知れ

た人たちが両方とも中心だったから．それは意外

とね．ねえ，ねえっていいながらやってましたね．

初めからこう決めるんじゃなくて，これうまくい

かないからこういうふうに変えたいんだけどみた

いなこと言うと，しょうがねえなあみたいな話が

できたからね．組織が大きくなるとそういう話が

できないじゃないですか．初めのうちはそういう

のできてたし，もとのところはそれで決めていけ

たから，意外と良かったのかもしれないですね．

冨田　当初は任意で組織づくりをして，その後専

門委員会設置してということだと思うのですが，

伊原さんのお仕事には変化はあったのでしょう

か．

伊原　一応，俺たちは中にいたっていう感じなん

だけど．専門委員会も常になにかやるわけじゃな

いので，年に 1，2 回それぞれ委員会をやるだけ

だから，大体こういう感じでやりたいとか，競技

はこういうところで実施したいとかを集まっても

らって説明して，いいじゃないのっていうくらい

の感じだったから．組織といいながらもそんなに

ね．

冨田　基本的には事務をやりつつ，その中で大き

な方向性を決めていたと．

伊原　そうですよね．ほとんど．それと，オリン

ピックのほうと調整しながらね．いいじゃない

かってくらいの話で順々に進めてったっていう，

そんな感じですよね．

4．スポーツか福祉か

冨田　ものを決めていく段階で大きな障壁はあっ

たのでしょうか．

伊原　そうだね．駄目だったってひっくり返され

ちゃうとかそういうことはなかったですよね．俺

たちは組織自体も小さかったから．ただ，報道の

人たちの中でパラの捉え方が全然違っててね．俺

たちがパラはスポーツ大会だって言ったらそうだ

よねって捉えてくれる報道の人たちもいる一方で，

障がい者をさらし者にするみたいなね．それでい

いのかっていう人もいたしね．だからいろいろな

団体の人とか，報道の人たちとか，そういう人た

ちとの考え方の違いってのはうんとあったしね．

　俺も東京の何々を考える会みたいなね．大学の

先生みたいなのもいたりする団体に呼ばれたりし

てね．本当つるし上げみたいなんですよね，会自

体が．そんなのにわざわざ行くのかと思いながら

行ったけど．全然，話が膨らんでっちゃうってい

うかね．今，日本の障がい者の福祉が充実してい

ない中で，そんな大会をやるって．福祉の整備を

しないでそんなことやって，あんたら，どういう

考えでそんなことやるんだみたいなことまで言わ

れましたからね．

　でも俺たちは，そうじゃなくてパラをスポーツ

として捉えてその中で，むしろそういうところか

ら，今度は違う切り口から，障がい者っていうの

を捉えてもらいたいんだと．障がい者だってそん

な弱い人ばっかりじゃないしね．皆さんがいうよ

うな福祉の一環として，いろいろやってくれるこ

とを望んでるような人も中にはいるかもしらんけ

ど，そうじゃなくて，自分たちは競技者として認

めてもらいたいんだっていう障がい者が増えてる

んだと．むしろ，そういう人を俺たちは増やした

いんだっていう話をしたりして．でも延々とつる

し上げみたいな記憶はありますよね．東京に呼ば

れて，どっかの会場へ来いって言われて行くんだ

けど，何人かのパネラーの内で結局俺一人がほと

んどつるし上げみたいな時間で終わって．障がい

者スポーツ，福祉，パラリンピックをどういうふ

うに考えてるんだっていう．

　当時はスポーツって捉える人のほうが少なく

て．障がい者福祉を考える会みたいな人たちとか

はスポーツとして捉えてなかったですよね．介護
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の人をどうするんだとかね．だから基本的には介

護は必要かも知らんけど，スポーツやるような人

は競技者の指導者だとかそういう人たちが兼ねて

るんでそんな介護なんていうことを俺たちは考え

てないって言ってね．こっちも言われっぱなし

だったりすると，ちょっと売り言葉に買い言葉に

なっちゃったりね．カチっと頭にくるからね．「障

がい者スポーツなんで介護者なんてこと考えてな

いです」って言うと，またワってやられるわけで

すよね．そんなことで長野のパラリンピック，成

功するわけねえじゃねえかみたいなことまで言わ

れましたけどね．

冨田　スポーツ大会としてパラリンピックをやる

というか，パラリンピックはスポーツ大会なんだ

というようなモットーが少なくとも伊原さんに

は，組織委員会を立ち上げる前の段階からお持ち

であったと．

伊原　まず俺たちが競技団体へ説得して回ったこ

とは，そこからですよね．俺たちは従来のような

福祉の大会をやるわけじゃない．今までも福祉の

障がい者スキー大会とか長野県でもやってたけ

ど，それとは違う．だけど，そういうレベルの中

から抜き出た記録に挑むとか，体力を，他の人に

は負けないとか．あくまでも競技者としてやろ

うってしてるのを集めてるんで．そういう意識の

ない者に参加してもらおうとは思ってないし．だ

から，そういう大会だと思って協力してほしいっ

て話は．基本的には説得して回りましたよね．

冨田　パラリンピックを巡ってスポーツか福祉か

を巡って応酬が行われていたと．

伊原　俺も生意気だったから，あれかもしれない

けど，当時はそういうこと言われると言い合いに

なっちゃうし，もうそんなことで議論してる時間

はないって感じだったけどね．だけどそうやって

る中でも，基本的にはさっきも話に出た初山さん

とか，井手さんとかは，パラリンピックはスポー

ツだっていってくれたし．だんだん競技団体の人

たちとか報道の人たちも受け入れてくれてね．中

には俺，あんたの取材は一切受けないって言って，

最後まで口を利かなかった記者の人たちもいるけ

どね．報道の人たちは，だいぶ温度差があったん

ですよね．そんなこと，いつまでもやってたら進

んでかないしね．大会がこんなのでつぶされ

ちゃっていいのかっていう話までしたんですけど

ね．

　パラリンピックのイメージが今のようなのと全

然違うから．まだ福祉の一環っていうのは，どう

しても抜け切らないし．担当の記者が俺たちの想

いを汲んでくれても，今度はキャップみたいな，

そういうところに持ってくとまた記事がね．いや

そうはいったってパラはまだ福祉社会面だろみた

いなね．ていうのが報道の中にもあって．そうい

う人たちとも，夜一杯飲みながら，ちきしょうめっ

て言い合ったこともあるけどね．そういう人たち

は今でも結構お付き合いしてるから．

　記者も全国紙だと数年で異動して変わってく

る，そうすると話を聞いてくれたりもしてね．そ

んなこんなで報道の捉え方も順々に変わってっ

て．そういうのが，一番，大きいのかもしれない

ですよね．まあ本音はみんなどう思ってたか知ら

ないけど，建前はスポーツやるんだからなって．

そうじゃないなら来てもらわなくていいっていう

ね．最初に赴任してきたときに俺がみんなにそう

言ったから．そんな嫌々やらされてるんなら，来

てもらわなくたっていいからって．他の人たちも，

面白くないかもしらんけど．ほんと報道の人たち

にも，スポーツ欄で捉えてくれっていうかね．だっ

て，本当にスポーツコーナーでパラを書いてくれ

るようになったのは大会の直前じゃないかな．

齋藤　お話を伺ってると，スポーツをやるんだと

いう考えが，結局一つの筋というか柱になってい

たというか・・・
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伊原　そうしなけりゃパラやる意味ないと思って

たからね．でもそれが福祉の外圧でぐらぐらする

んであれば，そんなパラリンピックやっても意味

はないと思ってたし．そうなったら絶対，俺を外

してくれって言ってたんですよね．だけどそれは

駄目だと．それに周りの人たちも同調してくれる．

だから多少抵抗あったって，あんたはそれで突っ

走れみたいなこと，応援してくれた人も多かった

のでね．初山さんとか井出さんもそうだったし，

県の中でもそうでしたね．競技団体の人たちも．

亡くなっちゃったんだけど，スキー連盟の塩島さ

んって人がいてね．全国スキー連盟の副会長やっ

たりした人で，荻原健司さんたちとかも頼ってた

人なんだけど，俺も親しくさせてもらってて．そ

の人にも「それはそうだよねって．伊原ちゃん，

それは突っ走らないと．そんなのおかしい．ぐら

ぐらしちゃうとおかしくなっちゃうから．だから

俺たちも応援するんだから．それはもう，あんた

たち頑張りなよ」って言ってくれたりしたからね．

　今でもすごく印象に残ってることがあって，全

国の障がい者スポーツ大会だったかな．どうしよ

うもない若い子がいたんですよね．おふくろさん

と 2 人で暮らしてて，本人は仕事したりしなかっ

たりだけど，おふくろさんがすごい苦労して働い

てる家庭でね．息子はそれでスポーツタイプのい

い車に乗っていたり，おふくろさんのことも召し

使いみたいな使い方をしてたんだよね．競技やら

せると結構できるんだけど，おふくろさんにはあ

れやれとか，これやれって言ったから，俺，怒っ

たんですよね．周りの人はみんな黙っちゃったけ

ど．「おまえ，何をやってんだ．スポーツやりに

来てて，おふくろを召し使いみたいな使い方する

なんて，そんなやつ帰れ」って．「そんなやつが

スポーツ大会なんか行って，たとえ金メダルに

なったとしても，そんなの周りから見たって，誰

も尊敬しないぞ」って．それでおふくろさんには

付いていかなくていい，大会に行かなくていいっ

て．全部指導員にやらせるからいいって言ってね．

それから半年くらい経ったときに，おふくろさん

が来てくれたんですよね．あのときに怒ってくれ

て，うちの息子はすごく変わったって，すごく自

分のことをやるようになったって．今でも覚えて

るけど，おふくろさんが握手したら涙だかよだれ

をべたべた垂れるほど感動してくれて．それが俺

には一番の原点かな．もう福祉じゃないんだって

いうね．もうパラはそういうレベルを超えて，さ

らにその中から日本代表するのが出てこないと，

それこそ福祉からいつまでたっても抜けれないか

ら．それは変えないとっていうのは，自分の思い

だったね．それが原点だったかもしれないですね，

自分のね．

冨田　そうなるとスポーツか福祉かを巡る応酬が

準備の中では，一番，きつかったことだったので

しょうか．

伊原　きつかったって，そんな言い方を俺がし

ちゃいかんと思うけど．まあけど，やってく中で

は自分である程度決めざるを得なくて．どうする，

どうするって言っても決まらないので，一緒に

やってた仲間は抵抗あったかもしらんけど，もう，

こうするって決めてけばよかったし，初山さんと

か，そういう主だった人たちと話をすれば，みん

な OK って言ってくれたからね．そういうのは良

かったんで，それがキツイとかはそこまで思わな

かったけど．

　ただこれ，役人の変なところで，同じ県の中で

組織委員会の外にいる人たち．県の幹部とか議員

さんだとか，そういう人たちが口出してくるんだ

よね．ある程度決まってきてる中を県議さんなら

自分絡みのなんかあるじゃないですか．いろいろ

言うとまた問題あるけどね．そういう圧力がすげ

えやだったね．だから今考えてみれば，仕事をやっ

てく上でやだとか，大変だったとか，ストレスを

うんとためたっていうかね．どうするかっていう

のはあったけど，それよりもあまり，本来では組

織委員会の中から外れてる人たち．役人が中心の

組織だから．そういう人たちの何ていうのかな．
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関わってくるとか，自分の何かを見せようとして

る．そういうのが嫌だったね．言い合いすると，

この野郎みたいなこと，言われたりしたからね．

これはしょうがないんだろうけどね．

5．強制退場？？：大会の最中に・・・

冨田　大会が始まってからはいかがでしたでしょ

うか．あっという間だったり，ばたばたしていた

というようなことは

伊原　大会が始まったら，俺たちはちょっと楽に

なるかと思ったんですよ．始まっちゃえば「各競

技の責任者のところで頼むな」みたいな感じだっ

たんですよね．なんかトラブルあって，それでど

うしようもないのだけ連絡をくれみたいな話で．

あとは担当のところの裁量で良くも悪くもいこ

うっていう話にしとったんだけど．

　想定外のところで記憶にあるのは，ある国の選

手団が来ててそこのお医者さん，どうやらお医者

さんってのがその国の中でも格が高いらしくて．

その人がやり放題で選手村でまったくいうこと聞

かない．ボランティアのいうこともなんにも聞か

ない．その国の団長はまだ若い人で，団長でも，

そのお医者さんよりレベルがちっと低い人だった

みたいでその人もなにもいえなかったみたいで．

毎回謝りに来てたみたいでね．けど始まって 5 日

目かそこらくらいだったと思うんだけど，もうど

うしようもないって話になったのよ．そんなの帰

れって言やいいじゃないかって俺は言ったんだけ

ど，そんなこと言えないっていうから．レセプショ

ンやってるときかな．夜に抜け出してってその医

者にもう帰れって言ったんですよね．選手村で暮

らしてもらうのはいいけど，決めたルールを守っ

てもらえなければ，もう帰れって．なんで帰らな

くちゃいかんのみたいなこと言いだしてね．あん

たが帰らないんだったら大使館のほうへ連絡して

帰ってもらうって言ったんですよね．他の人たち

に迷惑掛けるから，帰ってもらうって俺が言って

るって言えって．そしたら通訳さんが，そんなこ

と通訳できないって泣きだしちゃってね．チェコ

か．チェコの人だったね．それが来てたね．医者

が来てたんだな．団長は女性の若い人だった．最

後に，帰るときに成田空港の出発ロビーのとこで，

みんなにあいさつしてたんだけどあのときはあり

がとうございましたって．迷惑掛けたって言われ

たけど．あれは本当に，えらい居直っちゃってね．

俺，本当，大使館に連絡するから帰ってくれって

言ってね．通訳は泣きだしちゃうし，通訳はまと

もな通訳になかなかならんし．

冨田　今仰っていましたが，最後成田まで選手の

かたがた皆さんを送り迎えされたんですか．

伊原　一応ね．送りには，俺，出たんですけどね．

俺なんか，本当は各選手団とは関わらないわけ

だったけど，トラブったところでいろいろね．団

長とかそういう人と話したから，そういう人たち

は覚えててくれて．何しろ，人数少なかったのと，

前大会にも視察行ったから，そういうときにも役

員で来る人たちは，大体一緒じゃないですか．

　あと大会期間中だと，お国柄にもよるんだけど

ボランティアのウエアの余ってるのないかだと

か，結構そういうのくれっていう人多いんだよね．

これは国に帰ったときのお土産にしたいから，1

着でいいからくれとかね．そういうのあって，そ

んなの駄目って言ったんだけど．ロシアなんての

ひどかったよ，いろいろ．俺が付けてる，この，何？

ピンのロゴ？　それくれとかね．言ってくるのが

結構，格の上の人なんだよね．これ駄目って言っ

たりしたけど．

冨田　他に印象に残ったことはありますか？

伊原　あれだよね．国によってうんと温度差はあ

るよね．障がい者スポーツなんて特にそうなん

じゃないですかね．社会主義国はそういっちゃ悪

いけど上から目線だよね．障がい者の選手に対し
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てはね．今はどうか分かんないけど．来る役員は，

国のなんとかってポストの人が来るから，その人

が絶対的な権限を持ってるんだよね．それで絶対

上から目線的だから，そういう人はいろいろなこ

とが命令調だよね．そういうのはお国柄で障がい

者スポーツっていっても捉え方はみんな違うんだ

なっていうのは感じたよね．理屈じゃなくて，何

となく感じるじゃないですか．ものの言い方とか，

選手たちの反応の仕方とかって，見てるとね．だ

から，そういうのはあったなあ．

6．選手村の風景

伊原　あとなにしろ始まるまで準備は，それなり

のものできてるけどパラに人数がどれくらい集ま

るかね．観客もそうだし，選手だって，本当にね．

真剣に来るのか，旅行気分で来るのか．俺たちが

行ったノルウェーの大会なんかも，観光気分で来

るような選手もいるんだよね．競技なんかどっち

でもいいみたいな．アトランタなんかは夏の大会

だったけど，あそこ，行ってたら，選手村のとこ

なんてディスコみたいなのがあって，朝方までそ

こで騒いでるんだよね．そんなもん，選手で来と

いて，他の選手にだって迷惑掛かるし，そんなこ

と，日本だったらあり得ない．それが夜中まで酒

に酔っぱらってべろべろで，それで一晩中，踊っ

て騒いで．あんなの本当に観光気分で来てんじゃ

ないかっていうのがあったから．

　長野もそんなの来たらやだなっていうのあった

けど．それはあんまりなかったみたいですけどね．

一応，食堂も閉めちゃうし．閉めろっていって，

閉めたんですよね，俺たちはね．もうちょっと開

けといてくれっていうような要望あったけど，食

事は，夜 9 時までとかね．それまでに全部，食事，

済ませろとかありましたけど．だから，お国柄に

よってうんと違う．選手村の料理はオリンピック

の料理をやった人たちが，品数は少ないにしても

同じものをそのままやってくれたから．選手や役

員の中には料理をこんないろんな種類，出してく

れたの初めてだって感動してたりしてね．オリン

ピックに比べたら少ないっていわれたかも知らん

けど．コックさんがオリンピックだけしっかり

やってパラのときに手抜いたっていわれるのもや

だから，これだけは協力するよとかね．品数はこ

れだけ出すよとか，そういうふうにやってくれた

からね．けどやってくれるっていうことは経費も

かかるわけですよ．材料費一つにしても．人件費

はただとしても．食材の費用だとか，そういうも

のも種類，多くなるからね．だから，そういうも

のも，本当に読めないじゃないですか．最後になっ

て，精算してみて，赤字になるか黒字になるかみ

たいな世界だったからね．ノルウェーの選手村

だって見たけど，オリンピックとパラだと，待遇

は全然違ってたしね．長野は全部同じ部屋を使っ

て，食事も似たようなもの出すことはできたけど．

　選手村の中の，予想外にヒットしたのが，小諸

の懐古園の，何ていうの？電動でお客さんをいっ

ぱい乗せれる，子どもたちをいっぱい乗っける電

車あるじゃないですか．あれを選手村の中，走ら

せたんですよね．たまたま，俺が昔一緒だった人

が小諸の助役やったりしてて．ある時に選手村の

中での選手の移動はどうするんだみたい話が出て

ね．じゃあそれをシャトルみたいにして選手村の

中を回そうかと，そうしたらいいかなって．それ

で助役のとこへ飛んでって．冬の間だし，使わな

いなら貸してくんない？って．そうしたら，そん

なのでいいんかい？　俺たち，批判されることね

えだろうなあ？っていうくらいだったんだけど．

後で褒められた．好評だったとかって聞いたりも

したんだけどね．だから，意外なところでヒット

作みたいなのがね．報告書の中も出てるけど，雪

の中を走る，これは坂城町のやつなんだけど．雪

の上の車？とかもね．坂城町は工業の盛んなとこ

ろで．たまたま，俺が飯田へ戻る前に隣の室長やっ

てた人が，町長やってて．その人がなんか協力す

るけど，なんかないかいって逆に言ってくれて．

だから，本当，何となく，個人の思い付きで，な

んとかならない？とかね．思い付きみたいな話が，
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それがとんとん拍子に進んでとか，そういうこと

がいっぱいあったよね．

7．長野パラから飯田へ

冨田　大会が終わった後の 1 年は，どういう仕事

をされていたのでしょうか．

伊原　報告書を書いたり，1 年後イベントってい

うのを，最後にやって締めくくろうと思って．ちょ

うど，1 年たったときの 3 月 6 日かな，その辺り

の土日に，1 年後イベントやるっていうことで，

それまでには報告書もつくり上げて，あと，コン

サートみたいなものをやるっていうのでやってた

ね．コンサートには武田鉄矢だとか，中森明菜だ

とか，そういう人がボランティア出演してくれて．

で最後の余剰金の処分も含めて，パラに協力して

くれた信越放送（SBC）で全部残務整理しました．

映像関係だけじゃなく報告書も SBC のところの

出版部で請け負ってもらっていたので，全部ひっ

くるめてやってもらって，総額で幾らって形で出

してもらって．それでその 1 年後イベントをやっ

て終わりっていう感じで．

　でも，そのときには，5 人くらいしか残ってな

かったかな．本当の残務整理の 3 月まで残ったの

はね．県の職員が 3 人くらいかな．それと，あと

市の職員と．民間から来た人たちは，早い人は大

会が終わって，春先のうちくらいで，みんな，戻っ

たし．4 月 1 日の異動で県の職員の大部分は各市

町村にみんな戻したし，民間会社の人もかなり

戻ったから．各責任者くらいが少しずつ残ってっ

て．それで，10 月くらいで大部分が減って，最

後に 5，6 人，残って，この報告書つくったり．

金の精算だったりとか，あと，IPC に余剰金が出

たら，その余剰金は IPC に半分をやるっていう

契約になってたんですよね．契約っていうか，ハ

ンドブックっていうオリンピック憲章のコピーし

たようなものがあって．それで，やるっていう話

になってたんで．

　実は俺は余剰金が出たら障がい者スポーツの長

野県の基金をつくりたいっていうのがあったんで

すよ．それだけど，最後に余剰金が出そうだとなっ

たときに，組織委員会には関係ない，さっきも

ちょっと言ったけど，当時の副知事やなんかが，

そんなのみんな各自治体が負担金出してるんだか

らその金は，みんな各市町村に全部還元しろって

いわれて．それはおかしくないですかって，俺，

言ったんだよね．みんなの前で俺怒られたんだけ

ど．でも，俺はそんなことしたら何も長野に残ら

ない．障がい者スポーツって何も残らないじゃな

いって話をしたんだよね．そうしたら，いやみん

な金のない中で金を出したんだからって．でも俺

たちも予算要求だってある程度我慢してやってき

て，自分たちでマーケティングなんかして，企業

訪問したりで資金集めもして，それでの余剰金

だったから，全部県のお金ってわけでもなかった

から．せっかくやった以上は，ただこれで終わり

ました，大会終わりましただけじゃなくて，長野

に基金を残して障がい者スポーツの元手になって

長野ならではの何かスポーツ大会の資金にすると

か，これから何かの助成をするとか，そういうも

のの基金をつくりたいんだって言ったけど，受け

入れられなくてね．それが俺がこっちに帰ってく

る決定的な出来事でしたね．その人は次の知事に

出るつもりでいたからね．言い合いになっちゃっ

て．周りの人が，ちょっと待て待てって感じで止

めくれたけど．けどその時に，これ言ったって駄

目だなって思って．一緒にはやれないなって．こ

のままこっちにいてもしょうがないから終わった

ら飯田に戻ろうと．そういうこともあったんです

よね．

俺としてはこうなったらもうしょうがない．報

告書とか 1 年後イベントとかそういうことはき

ちっとやりたいと．そんな当初の計画になかった

んだけどね．それも予算要求するわけじゃないか

ら．今ある余剰金の計画書に含めてね．1 年後イ

ベントだとか，精算だとか，IPC の報告みたいな

のがあったからね．そういうのも含めて，全部，
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残務整理期間中のやつの予算化しといて，県とか

から出してもらう金はもうないから．自分たちで

持ってる余剰金で出して，残りはしょうがないか

ら県とか自治体に返したけど，あと IPC のとこ

ろへは，ゼロってわけにはいかないだろうってね．

けど返さなくてもいいじゃないかみたいなね．も

ともと，税金でやってんだからって言われたんだ

けど．でも，それをやらなかったら，それこそ，

長野でパラやったのに今度，IPC から批判された

ら，そんなのが新聞記事でも出したら，それこそ，

せっかく，大会成功したなんていってたところに

水を差しちゃうから．大した額じゃなかったと思

うけど．一応，それで残った分の中から IPC に

渡して，このイベントと報告書とかの分の金は残

してあとは全部返して．それで終わったんですけ

どね．役所仕事だからそういうもんなんだろうな

と思うけどね．やっぱり，金のことは．そりゃ確

かに税金だから大事に使わなくちゃいけないのは

分かるけど．役所がやるイベントだから，余剰金

は返さなくちゃいかんけど，でも何も残らない

じゃね．大会終わりました．報告書を書きました．

これだけじゃね．それこそなんにもないじゃない

かって．だから，それが俺の一番の不満でしたね．

だから，飯田に帰る．終わって精算したら帰るっ

ていったら，当時の人たちになんでこれだけ苦労

して今帰るんだってね．終わったらそれなりのポ

ストもあるんだからって，たまたま当時の人事課

長とか，総務部長たちが親しい人だから，言われ

たんだけどね．俺もおふくろの介護もしなくちゃ

いかんし，もう帰るって言って．それで，こっち，

帰ってきちゃったんですけどね．

　同じ県の中でパラリンピックやったっていって

も，温度差はいっぱいあるよね．役人の中でも．俺，

言われたよ．終わって飯田へ帰ってきたら，同僚

とかに表に出ないけど不祥事でもあったのかよっ

て．組織委員会で一緒に働いてたみんなは県庁の

中へ残ってそれなりのポストに入ってったじゃな

いですか．なのに俺はこっち帰ってきちゃったか

ら．だから聞きづらいこと聞くけど，伊原ちゃん

なんかあるのかいって．期間中になんか不祥事で

もあって，だから飯田に戻ったのかいって言われ

たけど，そうじゃねえって．そういっていただい

ても結構だけど．いや，いろいろ気に入らないこ

とがあったし，帰るっていって帰ってきたんです

けどね．

おわりに

伊原さんのご自宅のリビングには長野パラリン

ピックの関係する物品が飾られており，またイン

タビューに際しては，これまでに受けた取材の切

り抜きや報告書を準備し，時折それらに記載され

ていることを指さしながら丁寧に，力強く，パラ

リンピック経験を語っていただけた．長野パラリ

ンピックの始まりから終わりまで組織委員会の中

枢で実務をこなし続けた伊原さんの言葉にはその

時の情景が浮かび上がるリアリティがあった．「長

野パラのことは伊原さんに聞けばいいよ」．他の

関係者にインタビューをすべく連絡を取ったとき

こう教えてくれた人がいた．またある人は伊原さ

んのことをこう呼んでいた「ミスター長野パラリ

ンピック」と．

インタビューも 3 時間が過ぎたころ，一時席を

外した伊原さんが持ってきたのは，長野パラリン

ピックに関わる記念品やグッズ，書簡の数々で

あった．突如目の前に現れた「宝の山」に息をの

む私たちに対し伊原さんは「必要なら持ってって

ください」とさらに信じられない言葉をかけてく

れた．長野パラリンピックから 20 年が経ち，ご

本人も定年退職を迎えて隠棲生活を過ごす中，そ

ろそろ処分しようかと考えていたという．突然の

ことに戸惑いながらも私たちはそのご厚意に甘え

ることにした．

後日，伊原さんは「息子夫婦と孫に会いに行く

ついでだから」と自ら車を運転して日本体育大学

世田谷キャンパスに段ボール 7 箱ほどの長野パラ

リンピック関連資料を持ってきてくれた．その段

ボールの中には，あのご自宅のリビングに飾られ
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ていたものまであった．これらの寄贈品はオリン

ピックスポーツ文化研究所において「伊原コレク

ション」として今後整理を進めていく．

突然の連絡にも関わらず，快くインタビューを

引き受けてくださり，さらには資料の寄贈と運搬

をしていただいた伊原義文さんに心から感謝申し

上げます．

（受理日：2020 年 2 月 18 日）

伊原家のリビングにて

伊原夫妻 長野パラリンピック組織委員会設立時の集合写真
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